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は
じ
め
に

中
世
京
都
の
商
工
業
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
同
業
者
組
織
で
あ

る
座
に
関
す
る
史
料
の
う
ち
、
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
、
し
か
も
座

に
か
か
わ
る
集
団
や
家
に
伝
わ
る
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い（

（
（

。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
洛
中
帯
座
に
つ
い
て
は
、
戦
国
期
に
限
定
さ

れ
は
す
る
も
の
の
、
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
文
書
群（

（
（

が
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
豊
田
武
氏（

（
（

、
林
屋
辰
三
郎
氏（

（
（

、
脇
田
晴
子
氏（

（
（

ら
先
学
の

ほ
か
、
筆
者（

（
（

も
ま
た
、
先
学
の
驥
尾
に
付
し
て
若
干
の
検
討
を
お
こ

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
は
、
そ
の
と
き
の
検
討
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
新
出
史
料（

（
（

も
ま
じ
え
、
あ
ら
た
め
て
洛
中
帯

座（
（
（

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
室
町
期
京
都
に
お
け
る
帯
商
売
の
一
端

（
１
）
春
日
社
在
京
神
人
大
舎
人
・
問
丸
・
帯
棚

洛
中
帯
座
を
み
て
い
く
ま
え
に
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
座
が
成
立

す
る
以
前
の
帯
商
売
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
実
態
を
あ
き
ら
か
に
し
て
く
れ
る
よ
う
な

手
が
か
り
は
き
わ
め
て
と
ぼ
し
い
。

そ
の
よ
う
な
な
か
に
あ
っ
て
、
万
里
小
路
時
房
の
日
記
『
建
内

記（
（
（

』
に
み
え
る
い
く
つ
か
の
記
事
は
、
室
町
期
に
お
け
る
帯
商
売
の

一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
本
章
で
も
ま
た
、
そ
れ
ら
の
記
事
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

洛
中
帯
座
に
つ
い
て

河
　 

内
　
　
将
　 

芳
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か
ら
み
て
い
く
こ
と
を
と
お
し
て
、
そ
の
一
端
に
せ
ま
っ
て
い
く
こ

と
に
し
よ
う
。
ま
ず
は
、『
建
内
記
』
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
七

月
五
日
条
に
記
さ
れ
た
、
つ
ぎ
の
記
事
か
ら
な
が
め
て
み
る
こ
と
に

す
る
。春

春
日
社
ト
加
銘
了
、

日
社
在
京
神
人
大大

宿
歟舎人

以
□
散
在
神
人
等
載
代
々
御
判
諸
役

皆
免
之
処
、
今
度
山（

毘
沙
門
堂
公
承
）

門
座
主
帯
公
事
可
致
沙
汰
之
由
被
申
候
、

則
彼
帯
被
取
質
物
由
歎
申
候
、
憑
入
存
候
、
早
々
無
為
之
様
御

下
知
候
者
、
一
社
殊
に
可
畏
申
之
由
、
能
々
可
有
御
披
露
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　

六
月
廿
六
日　
　
　

執
行
正
預（

中
臣
）祐

□（
憲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
主
家（

中
臣
）継

　
　

中（
源
　
家
種
）

務
大
輔
殿

帯
公
事
事
、
春
日
社
両
惣
官
状
如
此
候
、
此
事
先
度
尋
申
候
了
、

其
後
未
承
分
明
之
御〻

御
返
報
候
御
返
事
候
、

返
事
報
候

〻

〻

〻

〻

仍
上
訴
以
前
先
申
案
内
候
、

随
御
報
可
仰
遣
社
家
候
歟
、

示
承
候
歟

〻
〻
〻
〻

謹
言
、

　
　
　

七
月
五
日　
　

判
（
時
房
）

　
　

毘（
公
承
）沙

門
堂
殿

と
も
に
書
状
を
写
し
た
記
事
だ
が
、
前
者
か
ら
は
、
文
安
四
年
六

月
以
前
に
「
春
日
社
在
京
神
人
大
舎
人
」
に
対
し
て
、「
山
門
座
主
」

が
「
帯
公
事
」
を
「
沙
汰
」
し
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
、「
彼
帯
」

が
「
質
物
」
と
し
て
取
ら
れ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

も
っ
と
も
、『
建
内
記
』
同
年
五
月
二
十
三
日
条
に
「
春
日
神
人

申
帯
公
事
候
」
と
の
記
事
が
み
え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
実
際
に
は

五
月
以
前
す
で
に
事
件
は
お
こ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
右
の
記
事
か
ら
は
、「
春
日
社
在
京
神
人
大
舎
人
」
が
帯

商
売
を
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
と
同
時
に
、
帯
商
売
に
対
し

て
は
、「
山
門
座
主
」
が
「
帯
公
事
」
を
賦
課
す
る
権
限
を
有
し
て

い
た
こ
と
も
う
き
ぼ
り
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
こ
こ
で
何
が
問
題
に
な
っ
て
い

た
の
か
と
い
え
ば
、「
春
日
社
在
京
神
人
大
舎
人
」
が
「
諸
役
皆
免
」

の
「
代
々
御
判
」
を
所
持
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
帯
公
事
」

が
賦
課
さ
れ
よ
う
と
し
た
点
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
、そ
れ
に
対
し
て
「
春
日
社
在
京
神
人
大
舎
人
」
が
抵
抗
、

結
果
、
帯
が
「
質
物
」
と
し
て
取
ら
れ
た
た
め
、「
春
日
社
両
惣
官
」

と
よ
ば
れ
た
「
執
行
正
預
祐（

中
臣
）憲

」
と
「
神
主
家（

中
臣
）継

」
の
両
人
の
名
で

万
里
小
路
家
の
も
と
（
同
家
諸
大
夫
「
中
務
大
輔
」
源
家
種
）
へ
訴

え
が
も
ち
込
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
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こ
の
と
き
、
な
ぜ
訴
え
が
万
里
小
路
家
に
対
し
て
出
さ
れ
た
の
か

と
い
え
ば
、「
大
宿
織
手
が
万
里
小
路
家
に
属（

（1
（

」
し
て
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
か
ら
だ
が
、
後
者
の
書
状
か
ら
は
、
こ
れ
よ
り
先
、「
春
日

社
在
京
神
人
大
舎
人
」
本
人
が
、「
山
門
座
主
」
で
あ
る
「
毘
沙
門
堂
」

「
公
承
僧
正（

（1
（

」
方
に
対
し
て
「
尋
申
」
し
、そ
れ
に
対
す
る
「
御
返
報
」

も
も
と
め
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

実
際
、『
建
内
記
』
同
年
七
月
一
日
条
に
は
、「
先
度
此
事
先
雖
相

尋
、
無
一
途
之
間
及
社
訴
歟
」
と
み
え
、
毘
沙
門
堂
方
ヘ
「
尋
」
ね

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
一
途
」が
な
か
っ
た
た
め「
社
訴
」に
い
た
っ

た
事
情
も
あ
き
ら
か
と
な
る
。

こ
の
後
、
事
態
が
ど
の
よ
う
に
す
す
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
は
さ
だ

か
で
は
な
い
が
、
九
月
に
い
た
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
動
き
が
み
ら

れ
た
こ
と
が
、『
建
内
記
』
同
年
九
月
二
十
二
日
条
か
ら
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
。

春
日
社
申
住
京
神
人
申
帯
公
事
、
座天

台主
僧
正
公
承
、
毘

沙
門
堂
也
、雑
掌
以
帯

取
質
物
了
、
於
当
社
住
京
神
人
者
、
諸
課
役
皆
免
綸
旨
・
院
宣
・

武
家
代
々
御
判
案
文
備

進
之
、
分
明
之
上
者
、
可
被
返
渡
之
由
申
之
、
仍

招
座
主
使
者
示
子
細
者
也
、
使
者
云
、
大
宿
織
手
織
帯
出
問
丸

幷
帯
棚
等
沽
却
之
、
於〻自

彼
問
丸
歟
棚
歟
之
在
所
、
帯
公
事
進
座

主
許
定
事
也
、
仍
件
問
丸
又
棚
等
、
春
日
神
人
・
八
幡
神
人
等

雖
有
之
、
皆
沙
汰
付
也
、
於
今
度
訴
訟
之
帯
者
、
於
路
頭
欲
沽

却
之
間
、
見
付
令
取
了
、
而
称
春
日
神
人
、
不
可
依
其
儀
之
由

所
申
也
云
々
、
予
曰
、
然
者
件
帯
任
本
儀（

路
）令

出
問
丸
許
歟
令
出

棚
歟
、
両
様
之
間
、
致
本
路
之
沙
汰
於
彼
所
課
役
収
納
、
尤
可

止
争
論
事
也
、
所
進
之
支
証
分
明
也
、
座
主
、
依
渡
領
無
証
文

云
々
、
於
公
庭
不
可
有
訴
陳
之
詮
歟
、
無
為
之
了
見
可
然
之
旨

入
魂
了
、
社
家
申
状
幷
古
案
八
通
見
送
了
、

  右
の
記
事
は
、
先
行
研
究
で
も
か
な
ら
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
つ

か
わ
れ
て
き
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ほ
ど

突
っ
込
ん
で
検
討
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
で
き
る
だ
け
く
わ
し
く
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
前
半
三
行
分
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
み

て
き
た
春
日
社
側
の
主
張
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
と

な
る
。

い
っ
ぽ
う
、
そ
の
あ
と
に
示
さ
れ
た
「
座
主
使
者
」
が
語
っ
た
と

さ
れ
る
「
子
細
」
は
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
知
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
だ

が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
帯
」
は
「
大
宿
織
手
」（
大
舎
人
織
手
）
が

「
織
」
る
も
の
で
あ
り
、そ
れ
を
「
問
丸
」
や
「
帯
棚
」
に
出
し
て
「
沽
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却
」
し
て
い
た
と
い
う
。

そ
れ
ゆ
え
帯
公
事
は
、「
問
丸
」
や
「
棚
」
の
「
在
所
」
か
ら
「
座

主
許
」
に
「
進
」
め
ら
れ
る
「
定
事
」
と
な
っ
て
お
り
、た
と
え
「
問

丸
」
や
「
棚
」
が
「
春
日
神
人
・
八
幡
神
人
等
」
で
あ
っ
た
と
し
て

も
「
皆
沙
汰
付
」
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

「
使
者
」
が
語
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
う
な
ら
、
室
町
期
京
都
の
帯

商
売
は
、
生
産
を
「
大
宿
織
手
」
が
お
こ
な
い
、
販
売
は
「
問
丸
」

や
「
棚
」
な
ど
「
在
所
」（
町
屋
や
店
舗
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
）

と
よ
ば
れ
る
定
点
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
あ
れ
ば
、
問
題
が
お
こ
る

余
地
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、「
今
度
訴
訟
之
帯
」
は
、「
在
所
」
で
は

な
く
、「
路
頭
」
に
お
い
て
「
沽
却
」
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
を
「
見

付
」
け
た
た
め
、「
質
物
」
と
し
て
「
取
」
っ
た
と
こ
ろ
、そ
れ
を
「
沽

却
」
し
て
い
た
も
の
（「
春
日
社
在
京
神
人
大
舎
人
」）
が
、
自
分
は

「
春
日
神
人
」
で
あ
る
と
「
称
」
し
、「
其
儀
」
に
「
不
可
依
」
ず
と

申
し
た
こ
と
か
ら
問
題
は
発
生
し
た
。

先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、帯
公
事
は
、「
問
丸
」
や
「
棚
」
な
ど
「
在

所
」
か
ら
進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
路
頭
」
で
の
「
沽
却
」
に

つ
い
て
は
対
象
と
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、「
諸
課
役
皆
免
」
の
「
春

日
社
在
京
神
人
」
の
身
で
あ
れ
ば
、
帯
を
「
質
物
」
と
し
て
取
ら
れ

る
行
為
を
不
当
と
み
な
し
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
今
回
お
こ
っ
た
問
題
の
背
景
に
は
、
変
則
的
な
事

態
が
重
な
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
こ
と
も
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
、「
使
者
」
の
「
子
細
」
を
聞
い
た
時
房
は
、「
本
路
」

に
「
任
」
せ
、「
件
帯
」
を
「
問
丸
」
か
「
棚
」
に
出
さ
せ
て
、「
課

役
収
納
」
す
る
こ
と
で
「
争
論
」
を
「
止
」
め
る
べ
き
と
語
っ
て
い

た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

し
か
も
、
帯
公
事
は
、
毘
沙
門
堂
の
所
領
で
は
な
く
、「
座
主
」

の
「
渡
領
」
で
あ
っ
た
た
め
「
証
文
」
が
な
い
の
に
対
し
て
、「
春

日
社
在
京
神
人
」
は
「
支
証
分
明
」
ゆ
え
、「
公
庭
」
に
お
け
る
「
訴

陳
」
は
避
け
た
ほ
う
が
「
無
為
」
で
あ
る
と
「
使
者
」
に
「
入
魂
」

し
た
こ
と
も
あ
き
ら
か
と
な
ろ
う
。

そ
の
結
果
、「
社
家
申
状
幷
古
案
八
通
」
を
時
房
は
「
見
送
」
っ

た
が
、
こ
れ
で
決
着
を
み
た
の
か
と
い
え
ば
、
じ
つ
は
そ
う
で
は
な

か
っ
た
。
先
行
研
究
で
は
な
ぜ
か
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、『
建

内
記
』
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
書
き
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
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（
２
）
大
宿
織
手
・
町
之
諸
棚
・
町
人

大
宿
神
人
帯
公
事
、
山

（
毘
沙
門
堂
公
承
）

座
主
称
渡
領
奪
取
事
、
去
比
尋
座
主
之

処
、
未
及
分
明
之
左
右
、
座
主
使
可
来
申
云
々
、
于
今
送
日
者

也
、

座
主
僧
正
毘
沙
門

堂
公
承
、有
使
相
模
房

云
々
、
云
、
春
日
神住

京人
申
帯
公
事
、
度
々

承
了
、
社
家
所
出
帯
之
証
文
案
給
了
、
但
不
及
一
見
之
分
也
、

大
宿
織
手
以
織
物
出
諸
棚
、
於
町
沽
却
之
、
町
人
買
之
成
帯
又

沽
却
之
、
仍
於
帯
公
事
者
、
於
町
之
其
棚
、
取

代
々
座
主

来
者
也
、
雖
春

日
神
人
・
八
幡
神
人
・
日
吉
神
人
、
皆
無
異
議
沙
汰
来
者
也
、

而
今
度
始
而
於
路
頭
欲
沽
却
之
間
、
力
者
見
付
之
、
為
質
物
取

件
織
物
了
、
今
依
証
文

〻

〻

〻

〻

其
時
相
尋
之
処
、
古
来
於
路
次
不
沽

云
々
、
必
出
町
棚
也
、
今
始
而
彼
使
者
於
路
次
欲
沽
之
、
本
人

不
存
知
、
不
申
付
事
也
、
本
人
又
春
日
神
人
也
、
不
可
沙
汰
公

事
由
称
之
、
然
者
難
治
、
依
神
人
所〻令

免
許
者
、
諸
棚
神
人
始
而

又
称
傍
例
不
可
沙
汰
歟
、
此
子
細
日
来
之
儀
如
此
、
所
詮
彼
一

人
事
、
別
而
自
是
以
御
口
入
之
分
可
閣
者
、
一
儀
也
、
不
可
為

傍
例
、
向
後
又
以
此
例
於
路
次
不
可
沽
却
、
仍
如
此
申
談
之
由
、

座
主
申
之
云
々
、
予
曰
、
尤
可
然
、
早
被
仰
神
主
代
官
家
久
在
京
也
、

以
使
者
可
申
之
、
其
時
可
有
免
許
者
、
公
武
案
文
返
給
了
、

右
は
、『
建
内
記
』
同
年
十
一
月
七
日
条
に
み
え
る
記
事
で
あ
る
。

冒
頭
の
三
行
を
み
て
み
る
と
、
九
月
か
ら
お
よ
そ
三
ヶ
月
経
っ
て
も

な
お
、「
分
明
之
左
右
」
に
お
よ
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、「
座
主
使
」
が
時

房
の
も
と
を
お
と
ず
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

四
行
目
以
降
は
、
そ
の
「
座
主
使
」
で
あ
る
「
相
模
房
」
が
語
っ

た
内
容
と
な
る
が
、
そ
れ
を
み
て
み
る
と
、
先
の
「
使
者
」
が
示
し

た
「
子
細
」
と
は
異
な
る
部
分
が
み
ら
れ
た
こ
と
も
あ
き
ら
か
と
な

る
。た

と
え
ば
、「
相
模
房
」
に
よ
れ
ば
、「
大
宿
織
手
」
は
「
織
物
」

を
「
諸
棚
」
に
出
し
、
そ
れ
を
「
町
」
で
「
沽
却
」、「
町
人
」
が
そ

れ
を
「
買
」
っ
て
「
帯
」
に
「
成
」
し
、「
又
沽
却
」
し
て
い
た
と

い
う
。

先
の
「
使
者
」
が
示
し
た
「
子
細
」
で
は
、「
大
宿
織
手
」
が
「
帯
」

を
織
り
、「
問
丸
幷
棚
等
」
に
「
出
」
し
て
「
沽
却
」
し
て
い
た
と

さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
、「
帯
」
を
「
成
」
す
の
は
、「
町
」

の
「
諸
棚
」
で
「
織
物
」
を
「
買
」
う
「
町
人
」
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
い
う
「
町
」
と
は
、お
そ
ら
く
町
小
路
を
意
味
し
、「
町
人
」

も
ま
た
、「
町
」（
町
小
路
）
に
住
ま
う
商
工
業
者
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
ゆ
え
、帯
公
事
は
、「
町
之
其
棚
」
に
お
い
て
「
代
々
座
主
」
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が
「
取
来
」
た
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、「
相
模
房
」
が
語
る
内
容
に
は
、「
問
丸
」
は
出
て
こ

な
い
が
、「
大
宿
織
手
」
が
「
織
物
」
を
出
す
「
諸
棚
」
が
「
問
丸
」

に
あ
た
り
、
帯
を
「
沽
却
」
す
る
棚
が
、「
帯
棚
」
に
相
当
す
る
の

で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
も
「
町
」（
町
小
路
）
に
所
在
す
る
た
め
、「
町
之
其
棚
」

と
よ
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
帯
公
事
が
座
主
の
も
と
へ
進
め
ら
れ
て
き
た

こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。

お
そ
ら
く
は
、
先
に
「
在
所
」
と
し
て
出
て
き
た
の
が
「
町
之
其

棚
」
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
が
「
春
日
神
人
・
八
幡
神
人
・
日
吉
神
人
」

で
あ
ろ
う
と
「
皆
無
異
議
沙
汰
来
」
る
と
い
う
内
容
は
、「
使
者
」

の
「
子
細
」
と
も
矛
盾
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、「
今
度
」「
始
而
」「
路
頭
」
に
お
い
て
「
春
日
社
在

京
神
人
大
舎
人
」
が
「
沽
却
」
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
「
力
者
」

に
「
見
付
」
け
ら
れ
、「
質
物
」
と
し
て
「
織
物
」
が
「
取
」
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
相
模
房
」
が
語
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
う
な
ら
、
本
来
、「
大
宿
織

手
」
は
帯
を
織
ら
ず
、「
織
物
」
を
「
諸
棚
」
に
出
し
、そ
れ
を
「
町
」

で
「
沽
却
」、「
町
人
」
が
そ
れ
を
「
買
」
っ
て
「
帯
」
に
「
成
」
し
、

「
又
沽
却
」
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
が
、
先
の
「
使
者
」
が
示
し
た
「
子
細
」
の
よ
う
に
、「
大

宿
織
手
」
自
身
が
「
帯
」
を
「
織
」
り
、「
問
丸
幷
帯
棚
等
」（「
町

之
其
棚
」）
に
「
出
」
し
て
「
沽
却
」
す
る
の
で
は
な
く
、「
路
頭
」

で
「
沽
却
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

問
題
の
「
大
宿
織
手
」
は
、
い
わ
ゆ
る
新
儀
の
商
売
、
し
か
も
振

売
を
お
こ
な
お
う
と
し
た
わ
け
だ
が
、そ
れ
が
先
例
に
違
う
こ
と
は
、

「
質
物
」
と
し
て
「
織
物
」
を
取
ら
れ
た
さ
い
、「
本
人
」
も
「
古
来

於
路
次
不
沽
」、「
必
出
町
棚
」
す
と
語
っ
て
い
る
か
ら
、「
本
人
不

存
知
」
と
は
い
う
も
の
の
、
承
知
の
う
え
で
の
お
こ
な
い
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
商
売
の
形
態
が
新
儀
で
あ
る
う
え
、「
在
所
」
で

商
売
し
て
い
な
い
神
人
の
「
諸
課
役
皆
免
」
が
み
と
め
ら
れ
る
の
か

ど
う
か
と
い
っ
た
複
雑
な
問
題
も
か
ら
ん
で
お
り
、
た
し
か
に
「
難

治
」
と
い
う
べ
き
案
件
で
あ
っ
た
。

「
神
人
」
と
い
う
こ
と
で
「
公
事
」
が
「
免
許
」
さ
れ
る
の
な
ら
、

「
諸
棚
神
人
始
而
又
称
傍
例
不
可
沙
汰
」
と
、今
回
の
事
例
が
「
傍
例
」

と
な
っ
て
「
諸
棚
神
人
」
も
「
公
事
」
を
お
さ
め
な
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
う
も
の
の
、こ
の
ま
ま
で
は
埒
が
あ
か
な
い
。そ
こ
で
、「
彼

一
人
」
に
か
ぎ
り
、
時
房
の
「
御
口
入
」
が
あ
れ
ば
「
閣
」
き
、「
此
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例
」
を
も
っ
て
「
路
次
」
に
お
け
る
「
沽
却
」
を
ゆ
る
す
こ
と
は
今

後
も
な
い
と
い
う
の
が
、「
座
主
」
が
「
相
模
房
」
を
と
お
し
て
「
申
」

し
込
ん
で
き
た
内
容
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
は
、
時
房
も
「
尤
可
然
」
し
と
納
得
し
、
以
上
の

内
容
を
「
使
者
」
を
介
し
て
「
社
家
代
官
」
に
も
「
仰
」
せ
ら
れ
、

春
日
社
側
が
「
免
許
」
し
た
な
ら
、「
公
武
案
文
」（「
社
家
所
帯
之

証
文
案
」）
も
「
返
給
」
う
よ
う
要
請
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

『
建
内
記
』
を
み
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
以
降
、
帯
公
事
に
か
か
わ
る

記
事
が
み
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
れ
で
一
応
の
決
着
を
み
た
の
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
次
章
で
も
ふ
れ
る
よ
う
に
、「
大
宿
織
手
」（
大
舎
人

織
手
）
自
身
が
帯
を
織
り
、
そ
れ
を
「
問
丸
幷
帯
棚
」
や
「
町
之
其

棚
」
な
ど
に
出
さ
ず
に
「
路
頭
」（「
路
次
」）
で
「
沽
却
」
す
る
と

い
う
動
き
は
と
ど
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
応
し
て
座
が
成
立
し
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、少
な
く
と
も『
建

内
記
』
の
な
か
で
は
、
帯
座
と
い
う
文
言
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き

な
い
。

ま
た
、
そ
の
成
立
過
程
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
手
が
か
り
も

現
状
で
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
が
、
そ
の
よ
う
な
限
界
を
ふ
ま
え

た
う
え
で
、
次
章
で
は
、
現
在
知
ら
れ
る
洛
中
帯
座
に
か
か
わ
る
史

料
す
べ
て
を
み
て
い
く
こ
と
を
と
お
し
て
座
の
実
態
に
せ
ま
っ
て
い

く
こ
と
に
し
よ
う
。

二
　
洛
中
帯
座

（
１
）
帯
公
事
（
帯
役
銭
）

す
で
に
先
行
研
究（

（1
（

で
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、『
華
頂
要

略
』
巻
第
五
十
五
下（

（1
（

に
は
、つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。

一
座
主
職
領
歟

、
帯
公
事
御
知
行
之
事

　

�

京
都
帯
公
事
、
已
前
在
京
之
時
、
色
々
雖
申
候
、
或
者
公
方

様
御
小
者
、
又
者
細
川
殿
号
被
官
、
于
今
無
承
引
候
、
色
々

申
候
て
、
十
間
分
各
弐
疋
宛
致
其
沙
汰
候
、
此
半
分
只
今
拾

疋
進
上
候
、
自
御
門
跡
様
御
次
之
時
者
、
九（

細
川
）郎

殿
へ
被
立
御

使
被
仰
伏
候
者
、
可
目
出
候
、
可
得
御
意
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　

治
部
卿

　
　

七
月
三
日　
　

重
真
判

　
　

治
部
卿
法
眼
御
房

年
未
詳
な
が
ら
、
内
容
か
ら
応
仁
・
文
明
の
乱
以
降
、
戦
国
期
の
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も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
右
の
史
料
も
ま
た
、
先
行
研
究
に

よ
っ
て
く
わ
し
く
検
討
さ
れ
て
き
た
形
跡
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
く
わ
し
く
み
て
い
く
こ
と
に

し
よ
う
。

ま
ず
、
右
に
よ
れ
ば
、
青
蓮
院
門
跡
が
天
台
座
主
の
職
に
あ
っ
た

と
き
、「
座
主
職
領
」
で
あ
る
「
帯
公
事
」
の
賦
課
に
対
し
て
「
公

方
様
御
小
者
」
や
「
細
川
殿
」「
被
官
」
な
ど
と
「
号
」
し
て
「
承
引
」

し
な
い
も
の
た
ち
が
い
た
と
い
う
。

第
一
章
で
み
た
神
人
で
は
な
く
、「
公
方
様
」「
細
川
殿
」
と
い
っ

た
武
家
の
小
者
や
被
官
を
理
由
に
帯
公
事
を
「
承
引
」
し
な
い
と
さ

れ
て
い
る
点
に
時
代
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、そ
の
よ
う
な
も
の
た
ち
に
対
し
て
「
色
々
申
」
し
た
結
果
、

「
十
間
」
が
「
各
弐
疋
宛
」
を
「
沙
汰
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、

「
只
今
」
は
「
此
半
分
」
の
「
拾
疋
」（
銭
一
〇
〇
文
）
が
「
進
上
」

さ
れ
た
と
い
う
。

こ
こ
に
み
え
る
「
十
間
」
と
は
、
お
そ
ら
く
第
一
章
で
み
た
「
在

所
」
や
「
町
之
其
棚
」
な
ど
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、そ
れ
ら
が
、

一
〇
間
（
軒
）
に
か
ぎ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
さ

だ
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
時
点
で
の
帯
公
事
が
、
一
間
に
つ
き
、

お
の
お
の「
弐
疋
」（
銭
二
〇
文
）で
あ
っ
た
こ
と
は
読
み
と
れ
よ
う
。

も
っ
と
も
、「
色
々
申
」
し
た
だ
け
で
は
帯
公
事
の
徴
収
は
い
か

ん
と
も
し
が
た
か
っ
た
よ
う
で
、「
御
次
之
時
者
、
九（

細
川
殿
）

郎
殿
へ
被
立

御
使
被
仰
伏
候
」
と
、
細
川
京
兆
家
の
当
主
を
意
味
す
る
「
九（

細
川
殿
）

郎
殿
」

へ
「
御
使
」
を
立
て
助
力
を
要
請
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
帯
公
事
に
つ
い
て
わ
ず
か
な
が
ら
も
そ
の
状
況
が

う
か
が
い
知
れ
る
わ
け
だ
が
、
た
だ
、「
十
間
」（
の
棚
）
が
座
を
結

成
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
あ
き
ら
か
で
な
い
。

ち
な
み
に
、
帯
公
事
に
関
し
て
は
、
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）

に
「
即
往
院
こ
と
妙
法
院
堯
尊
法
親
王
」
が
天
台
座
主
に
「
就
任
し

た
時
の
記
録
で
あ
る
」『
即
往
院
座
主
拝
任
事（

（1
（

』
の
「
座
主
領
事
」

に
も
「
帯
役
銭
壱
貫
弐
百
文
出
之
、前
ハ
五
貫
文
有
之
」
と
み
え
、「
帯

役
銭
」
が
、
と
き
に
「
五
貫
文
」（
銭
五
〇
〇
〇
文
）
あ
っ
た
こ
と

も
知
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、右
に
み
ら
れ
る
帯
公
事
（
帯
役
銭
）
が
月
別（

（1
（

か
、

年
別
か
に
つ
い
て
も
さ
だ
か
で
な
く
、
座
の
有
無
も
読
み
と
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
は
た
し
て
帯
座
（
洛
中
帯
座
）
は
い
つ
成
立
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
に
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
。
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（
２
）
洛
中
帯
座
、
座
頭
、
公
用
代
官

表
１
は
、
帯
座
（
洛
中
帯
座
）
と
い
う
文
言
が
確
認
で
き
る
史
料

す
べ
て
を
編
年
で
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
典
拠
に

「
神
頭
家
文
書
」
と
記
し
た
も
の
が
新
出
史
料
に
あ
た
る
が
、
も
っ

と
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
す
で
に
「
田
中
光
治
氏
所
蔵
文
書
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
う
ち
、
原
本
と
し
て
確
認
で
き
る
、
も
っ
と
も
古
い
も

の
が
つ
ぎ
の
文
書
と
な
る
（
以
下
の
史
料
番
号
は
表
1
と
対
応
し
た

も
の
と
な
る
）。

〔
史
料
２
〕

洛
中
帯
座
々
頭
職
・
同
公
用
代
官
職
等
事
、
亀
屋
五
位
女
任
当

知
行
、
被
成
御
下
知
訖
、
然
大
舎
人
直
売
、
立
捨
、
諸
寺
庵
押

売
、
或
号
権
門
被
官
、
或
称
諸
役
者
、
不
致
其
役
云
々
、
太
無

謂
、
殊
近
年
不
帯
代
官
補
任
、
令
商
売
之
条
、
以
外
濫
吹
也
、

早
任
先
例
可
致
其
沙
汰
、
若
猶
不
承
引
者
、
可
被
処
其
咎
之
由
、

所
被
仰
出
之
状
、
如
件
、

　
　

大
永
八

　
　
　

閏
九
月
廿
五
日　
　
　

為（
飯
尾
）隆

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誠（
斎
藤
）基

（
花
押
）

　
　
　
　

帯
座
中

右
は
、
室
町
将
軍
足
利
義
晴
と
対
立
し
て
い
た
足
利
義
維
の
奉
行

人
奉
書
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
お
そ
く
と
も

大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
に
は
、「
洛
中
帯
座
」（「
帯
座
」）
が
成
立

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
と
同
時
に
、
当
該
座
に
は
、「
々（

座
）

頭
職
」
と
「
公
用
代
官
職
」
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
知

ら
れ
よ
う
。

座
頭
と
は
、
一
般
に
座
の
長
を
意
味
し
、
ま
た
、
公
用
代
官
と
は
、

公
用
（
公
事
、
役
銭
）
を
座
の
本
所
（
帯
座
の
場
合
、
天
台
座
主
）

に
か
わ
っ
て
徴
収
す
る
代
官
を
指
す
。

こ
こ
で
座
頭
と
公
用
代
官
が
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
洛
中
帯
座
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
職
が
不
可
分
の
も

の
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
し
て
、そ
の
両
職
を
「
亀
屋
五
位
女
」
が
「
当

知
行
」
し
て
い
た
こ
と
も
読
み
と
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、「
大
舎
人
」
に
よ
る
「
直
売
」
や
「
立
捨
」「
諸
寺
庵

押
売
」と
い
っ
た
不
法
行
為
が
み
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、「
権
門
被
官
」

と
「
号
」
し
た
り
、「
諸
役
者
」
と
「
称
」
し
て
「
其
役
」（「
公
用
」）

を
お
さ
め
な
い
も
の
た
ち
が
い
た
と
い
う
。
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表１　帯座関係文書一覧
史料
番号 西暦 年月日 文書名 宛所 備考 典拠

１ 1488 長享２年
３月12日

室町幕府政所
執事加判連署
奉書案

別本賦引付四

２ 1528 大永８年
閏９月25日

足利義維奉行
人連署奉書 帯座中 折紙

神頭家文書
（旧田中光治
氏所蔵文書）

３ 1541 天文10年
７月12日 茨木長隆奉書 亀屋五位女 折紙 神頭家文書

４ 1544 天文13年
11月21日

亀屋五位女申
状案 別本賦引付四

５ 1544 （天文13年）
11月21日 吉田宗忠請文 諏方信濃守殿 蜷川家文書之

三

６ 1544 天文13年
閏11月13日

洛中帯座成敗
目録

紙背に伊勢貞
孝・諏訪長俊
の花押あり

神頭家文書

７ 1544 天文13年
閏11月13日

室町幕府政所
執事加判連署
奉書

神頭家文書
（旧田中光治
氏所蔵文書）

８ 1544 天文13年
閏11月13日

室町幕府奉行
人連署奉書 当座衆中 折紙

神頭家文書
（旧田中光治
氏所蔵文書）

９ 1544 天文13年閏
11月13日

室町幕府奉行
人連署奉書

吉田宗忠入道
殿 折紙

神頭家文書
（旧田中光治
氏所蔵文書）

10 1544 天文13年
12月18日 茨木長隆判物 座中 折紙

神頭家文書
（旧田中光治
氏所蔵文書）

11 （年未詳）
３月１日 三好長慶書状 当座中 折紙

神頭家文書
（旧田中光治
氏所蔵文書）

12 1581 天正９年
８月17日 村井貞勝判物 朝（カ）庵 折紙 神頭家文書

（注）�神頭家文書以外の出典としては、別本賦引付四（室町幕府引付史料集成　上巻）、蜷
川家文書之三（大日本古文書）となる。
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第
一
章
で
み
た
の
と
同
じ
よ
う
な
問
題
が
ひ
き
つ
づ
き
お
こ
っ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
う
え
「
近
年
」
で
は
、「
代

官
補
任
」
を
「
帯
」
び
な
い
で
「
商
売
」
す
る
も
の
た
ち
ま
で
あ
ら

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
帯
商
売
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
き
び
し

さ
を
増
し
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
よ
う
。

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、
洛
中
帯
座
を
結
成
し
た
の
は
、

「
町
之
其
棚
」（
問
丸
・
帯
棚
）
に
系
譜
を
ひ
く
も
の
た
ち
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
成
立
し
た
当
該
座
に
お
い
て
は
、
座
衆
（
座

人
）
と
な
る
た
め
に
「
代
官
補
任
」
も
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
代
官
が
座
衆
を
補
任
す
る
と
い
う
か
た
ち
が
一
般
的

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
な
い
が（

（1
（

、
少

な
く
と
も
洛
中
帯
座
で
は
、
公
用
代
官
の
職
権
が
強
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

と
は
い
う
も
の
の
、
現
実
に
は
、
公
用
代
官
と
い
う
だ
け
で
は
、

新
儀
商
売
を
お
こ
な
う
大
舎
人
ら
の
動
き
を
押
さ
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
、
将
軍
足
利
義
晴
を
近
江
へ
と

避
難
せ
し
め
て
い
た
足
利
義
維
や
細
川
晴
元
ら
に
訴
え
、「
若
猶
」「
承

引
」
し
な
い
も
の
た
ち
に
対
し
て
は
、
武
家
権
力
に
よ
る
「
咎
」
が

処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
強
制
力
を
見
せ
つ
け
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
よ

う
も
な
か
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
よ
う
。

じ
つ
は
、
右
に
つ
づ
く
史
料
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
、
洛
中
帯
座
を
お

び
や
か
す
新
儀
商
売
に
い
か
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
か
を
物
語
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
流
れ
を
意
識
し
な
が
ら
、
ひ
き
つ
づ
き
追

い
か
け
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

〔
史
料
３
〕

洛
中
帯
座
々
頭
職
目
録
別

紙
在
之
、・
同
公
用
代
官
職
等
事
、
任
当
知
行

証
文
旨
、
被
成
奉
書
訖
、
然
近
年
不
帯
座
頭
補
任
、
令
商
売
族

在
之
、
幷
大
舎
人
直
売
、
立
捨
、
諸
寺
庵
押
売
、
或
号
権
門
被

官
、
或
称
諸
役
者
、
不
致
其
沙
汰
云
々
、
太
無
謂
、
所
詮
、
如

先
々
、
可
被
全
領
知
由
候
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　

天
文
十

　
　
　

七
月
十
二
日　

長（
茨
木
）隆

（
花
押
）

　
　
　
　

亀
屋
五
位
女

右
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
新
出
史
料
と
な
る
が
、

〔
史
料
２
〕
が
出
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年
あ
ま
り
経
っ
た
天
文
十
年
（
一

五
四
一
）
に
お
い
て
も
な
お
、
同
じ
よ
う
な
問
題
に
洛
中
帯
座
は
な
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や
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
座
頭
職
と
公
用
代
官
職
を
「
当
知
行
」
す

る
亀
屋
五
位
女
は
、
細
川
晴
元
方
ヘ
訴
え
、
そ
の
結
果
、
も
た
ら
さ

れ
た
の
が
晴
元
の
奉
行
人
（
京
兆
家
奉
行
人（

（1
（

）
茨
木
長
隆
に
よ
る
奉

書
で
あ
っ
た
。

新
儀
商
売
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、〔
史
料
２
〕
と
ほ
ぼ
同
様

と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、こ
こ
で
は
、「
座
頭
補
任
」
を
帯
び
ず
に
「
商

売
」
す
る
「
族
」
が
い
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
。

〔
史
料
２
〕
で
は
、
座
頭
で
は
な
く
、「
代
官
補
任
」
と
記
さ
れ
て

い
た
か
ら
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
事

情
に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
か
ら
は
、
洛
中
帯
座

に
お
い
て
は
座
頭
と
公
用
代
官
が
や
は
り
不
可
分
な
も
の
と
し
て

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

（
３
）
天
文
十
三
年

さ
て
、
表
１
を
み
て
み
る
と
、〔
史
料
３
〕
が
出
さ
れ
て
か
ら
三

年
後
に
あ
た
る
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
の
年
紀
を
も
つ
史
料
が
、

複
数
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
目
が
と
ま
る
。

天
文
十
三
年
が
洛
中
帯
座
に
と
っ
て
重
要
な
年
だ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
が
、
つ
ぎ
に
、
そ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
も
み
て
い
く

こ
と
に
し
よ
う
。

〔
史
料
４
〕

一�

、
亀

諏
信
州

屋
五
位
女
申
状　
天
文
十
三　

閏
十
一　

十
二
日　

巽
阿

�

右
洛
中
帯
座
々
頭
職
之
事
、自
亀（

マ
マ
）屋

法
皇
様
御
代
令
相
続
、度
々

被
成
御
下
知
、
無
相
違
者
也
、
然
者
大
舎
人
直
売
、
立
捨
、
諸

寺
庵
押
売
、
或
号
権
門
被
官
、
或
称
諸
役（

者
脱
）、

恣
之
買
売
之
条
、

一
向
無
謂
者
也
、
所
詮
、
如
先
々
可
全
知
行
之
旨
、
被
成
下
御

下
知
者
、
忝
可
畏
存
候
、
仍
言
上
如
件
、

　
　

天
文
十
三
年
十
一
月
廿
一
日　
請
文
吉
田
宗
忠
仕
之
、

〔
史
料
１
〕

帯
座
頭
職
事
、
於
証
文
者
今
度
紛
失
云
々
、
雖
然
証
文〻状

以
下
出

帯
之
上
者
、
進
退
等
事
、
任
先
規
之
旨
、
亀
屋
女
領
知
不
可
有

相
違
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
下
知
如
件
、 

為
後
証
写
留
候
了
、

　
　
　

長
享
二
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信（
諏
訪
貞
通
）

濃
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊（
伊
勢
貞
宗
）ー
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右
は
、
室
町
幕
府
政
所
の
政
務
処
理
の
過
程
で
つ
く
ら
れ
た
訴
状

や
裁
許
状
を
書
き
と
め
た
『
賦
引
付（

（1
（

』
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
後
者
の
〔
史
料
１
〕
に
み
え
る
政
所
執
事
加
判
連
署
奉

書
案
の
記
述
を
信
用
す
る
な
ら
、「
帯
座
」
は
、
長
享
二
年
（
一
四

八
八
）
よ
り
ま
え
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
前
者
の
〔
史
料
４
〕
に
み
え
る 「
洛
中
帯
座
々
頭
職
」

が
「
自
亀（

マ
マ
）屋

法
皇
様
御
代
」「
相
続
」
さ
れ
て
き
た
と
い
う
主
張
を

額
面
ど
お
り
信
用
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
ま
た
、〔
史
料
１
〕
の

「
於
証
文
者
今
度
紛
失
」
と
い
う
文
言
な
ど
も
ふ
ま
え
る
な
ら
、
こ
こ

に
み
え
る
文
面
を
鵜
呑
み
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
う
も
の
の
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、
亀
屋
五
位
女
の
申
状
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
幕
府
に
よ
っ
て
聞
き
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か

と
な
る
。

〔
史
料
７
〕

帯
座
々
頭
職
事
、
帯
御
下
知
以
下
証
文
、
代
々
当
知
行
無
相
違

之
処
、
背
座
中
法
度
、
大
舎
人
直
売
、
立
捨
、
諸
寺
庵
押
売
、

或
号
権
門
勢
家
被
官
、
或
称
諸
役
者
、
恣
令
売
買
云
々
、
太
無

謂
、
所
詮
、
早
亀
屋
五
位
女
守
目
録
之
旨
、
任
先
例
、
遂
其
節
、

全
領
知
可
専
公
用
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
下
知
如
件
、

　
　

天
文
十
三
年
閏
十
一
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
信
濃
守
神（

諏
訪
長
俊
）

宿
祢
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
守
平（

伊
勢
貞
孝
）

朝
臣
（
花
押
）

〔
史
料
８
〕

帯
座
座
頭
職
事
、
帯
御
下
知
以
下
証
文
、
代
々
当
知
行
之
処
、

背
座
中
法
度
、
大
舎
人
直
売
、
立
捨
、
諸
寺
庵
押
売
、
或
号
権

門
勢
家
被
官
、
或
称
諸
役
者
、
恣
令
売
買
云
々
、
太
無
謂
、
所

詮
、
早
亀
屋
五
位
女
守
目
録
之
旨
、
任
先
例
、
遂
其
節
、
可
全

領
知
之
段
、
被
成
奉
書
訖
、
宜
令
存
知
之
由
、
被
仰
出
候
也
、

仍
執
達
如
件
、

　
　

天
文
十
三

　
　
　

閏
十
一
月
十
三
日　
　

長（
諏
訪
）俊

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堯（
飯
尾
）連

（
花
押
）

　
　
　
　
　

当
座
衆
中

と
も
に
同
じ
年
月
日
を
も
つ
文
書
で
あ
り
、〔
史
料
７
〕
が
政
所

執
事
加
判
連
署
奉
書
、〔
史
料
８
〕
が
そ
れ
を
う
け
て
出
さ
れ
た
幕
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府
奉
行
人
連
署
奉
書
と
な
る
。

一
見
し
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
内
容
は
、
亀
屋
五
位
女
の

申
状
に
そ
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

文
中
に
み
え
る
「
座
中
法
度（

（1
（

」
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

洛
中
帯
座
に
お
い
て
は
、「
座
中
法
度
」
が
は
じ
め
て
史
料
の
う

え
に
登
場
す
る
か
た
ち
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
の

関
連
が
想
定
で
き
る
の
が
、「
早
亀
屋
五
位
女
守
目
録
之
旨
」
と
の

一
節
に
み
え
る
「
目
録
」
で
あ
る
。

〔
史
料
６
〕

　
　
　

洛
中
帯
座
成
敗
目
録
之
事

一
、
大
舎
人
直
売
之
事
、

一
、
号
下
座
、
令
商
売
幷
座
江
入
事
、

一
、
号
子
孫
・
親
類
・
代
官
古
衆
跡
、
不
懃
公
役
事
、

一
、
為
権
門
勢
家
・
同
諸
寺
庵
、
隠
ツ

（
マ
マ
）押

売
事
、

一
、
為
座
衆
、
立
捨
、
令
商
買
、
付
、
背
座
法

幷
非
分
族
、
等
之
事
、

　
　

右
条
々
堅
致
成
敗
、
如
法
取
彼
商
買
物
、
可
懸
過
怠
事
、

　
　

悉
往
古
例
也
、

　
　

天
文
十
三
甲辰
年
閏
十
一
月
十
三
日

右
も
ま
た
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
新
出
史
料
で
あ
る

が
、
冒
頭
に
「
目
録
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
問
題
の
「
目

録
」
に
あ
た
る
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
表
１
に
も
記
し
た
よ
う
に
、〔
史
料
６
〕
の
紙
背
に

は
伊
勢
貞
孝
と
諏
訪
長
俊
の
花
押
が
確
認
で
き
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

亀
屋
五
位
女
が
政
所
へ
提
出
し
、返
却
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
史
料
６
〕
を
み
て
興
味
が
ひ
か
れ
る
の
は
、洛
中
帯
座
が
「
成
敗
」

を
「
致
」
し
、「
彼
商
買
物
」
を
「
取
」
り
、「
過
怠
」
を
「
懸
」
け

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
不
法
行
為
が
複
数
列
挙
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、第
二
条
目
に
み
え
る
「
下
座
」
と
「
号
」
し
、「
商
売
」

し
た
り
、「
座
江
入
」
る
と
い
う
不
法
行
為
は
、〔
史
料
６
〕
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
知
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
先
に
み
た

「
代
官
補
任
」
や
「
座
頭
補
任
」
に
か
か
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
こ
か
ら
は
、
洛
中
帯
座
に
「
下
座
」
が
存
在
し
な
か
っ

た
こ
と
も
読
み
と
れ
、
し
か
も
、「
直
売
」
や
「
押
売
」
な
ど
不
法

行
為
を
お
こ
な
う
の
は
、「
大
舎
人
」「
権
門
勢
家
」「
諸
寺
庵
」と
い
っ

た
座
外
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、「
立
捨
」
を
お
こ
な
う
「
座
衆
」

も
い
た
こ
と
が
、
第
一
・
四
・
五
条
目
か
ら
知
ら
れ
よ
う
。

こ
の
う
ち
、「
押
売
」
は
文
字
ど
お
り
の
行
為
で
あ
る
と
し
て
、「
直
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売
」
は
帯
座
を
介
さ
な
い
商
売
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、残
る
「
立

捨
」
と
は
、お
そ
ら
く
第
一
章
で
み
た
「
春
日
社
在
京
神
人
大
舎
人
」

が
お
こ
な
っ
て
い
た
「
路
頭
」
で
の
「
沽
却
」
に
類
似
す
る
行
為
を

指
す
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
に
も
、「
子
孫
・
親
類
・
代
官
古
衆
跡
」
と
「
号
」
し
、

「
公
役
」
を
「
懃
」
め
な
い
も
の
た
ち
も
い
た
こ
と
が
、
第
三
条
目

か
ら
知
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
に
、
洛
中
帯
座
を

と
り
ま
く
環
境
は
き
び
し
さ
を
増
し
て
い
た
。

（
４
）
吉
田
宗
忠

こ
の
よ
う
な
き
び
し
さ
と
関
係
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
さ

だ
か
で
な
い
も
の
の
、先
の
〔
史
料
７
〕
と
〔
史
料
８
〕
を
う
け
と
っ

た
の
が
、
じ
つ
は
申
状
を
提
出
し
た
亀
屋
五
位
女
で
な
か
っ
た
こ
と

が
、
つ
ぎ
の
史
料
か
ら
あ
き
ら
か
と
な
る
。

〔
史
料
９
〕

帯
座
々
頭
職
事
、
帯
御
下
知
以
下
証
文
、
代
々
当
知
行
無
相
違

之
処
、
背
座
中
法
度
、
猥
大
舎
人
直
売
、
立
捨
、
諸
寺
庵
押
売
、

或
号
権
門
勢
家
被
官
、
或
称
諸
役
者
、
恣
令
売
買
云
々
、
太
無

謂
、
所
詮
、
早
亀
屋
五
位
女
守
目
録
之
旨
、
任
先
例
、
遂
其
節

段
、
被
成
奉
書
訖
、
存
此
趣
、
可
被
全
領
知
之
由
、
被
仰
出
候

也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　

天
文
十
三

　
　
　

閏
十
一
月
十
三
日　
　

長（
諏
訪
）俊

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堯（
飯
尾
）連

（
花
押
）

　
　
　
　

吉
田
宗
忠
入
道
殿

こ
れ
は
、
先
の
〔
史
料
７
〕〔
史
料
８
〕
と
同
じ
日
に
出
さ
れ
た

奉
行
人
連
署
奉
書
で
あ
る
。
宛
所
か
ら
、
右
を
含
め
た
三
通
の
文
書

を
実
際
に
う
け
と
っ
た
の
が
、
亀
屋
五
位
女
で
は
な
く
、「
吉
田
宗

忠
入
道
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と

は
、〔
史
料
４
〕
に
記
さ
れ
た
「
請
文
吉
田
宗
忠
仕
之
」
と
の
一
文

か
ら
も
み
て
と
れ
、
そ
の
「
請
文
」
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
残
さ
れ
て

い
る
。

〔
史
料
５
〕

洛
中
帯
座
頭
職
之
事
、
帯
御
下
知
、
当
知
行
之
上
者
、
如
先
々
、

被
成
下
御
下
知
候
様
、
御
披
露
、
畏
可
存
候
、
此
旨
於
偽
申
者
、
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可
預
御
成
敗
候
、
亀
屋
五
位
女
之
儀
、
為
某
親
昵
之
、
如
此
言

上
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

十（
天
文
十
三
年
）

一
月
廿
一
日　
　

宗（
吉
田
）忠

（
花
押
）

　
　
　

諏
方
信（

長
俊
）濃

守
殿

右
の
「
請
文
」
に
記
さ
れ
た
月
日
を
み
て
み
る
と
、〔
史
料
４
〕

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
も
、〔
史
料
４
〕
の
申

状
が
提
出
さ
れ
た
時
点
で
す
で
に
文
書
の
う
け
と
り
は
吉
田
宗
忠
に

さ
だ
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
う
け
と
り
は
亀
屋
五
位
女
で
は
な
く
吉
田
宗
忠

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
手
が
か
り
は
、「
請
文
」

に
み
え
る
「
亀
屋
五
位
女
之
儀
、
為
某
親
昵
之
、
如
此
言
上
候
」
と

い
う
一
文
以
外
残
さ
れ
て
い
な
い
。

と
り
わ
け
、「
為
某
親
昵
之
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
が

問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
豊
田
武
氏（

（2
（

は
、
額
面
ど
お
り
に

吉
田
宗
忠
と
亀
屋
五
位
女
が
「
親
戚
」
関
係
に
あ
る
と
理
解
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
林
屋
辰
三
郎
氏（

（2
（

は
、
両
者
に
血
縁
関
係
は
な
く
、

吉
田
宗
忠
に
よ
る
座
頭
職
の
「
買
収
」
と
と
ら
え
、脇
田
晴
子
氏（

（2
（

も
、

座
頭
職
が
「
譲
渡
・
売
買
」
さ
れ
た
と
み
て
い
る
。

筆
者（

（2
（

も
ま
た
、
林
屋
氏
や
脇
田
氏
と
同
じ
く
座
頭
職
の
買
得
な
い

し
は
譲
与
が
そ
の
実
態
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
が
、
両
氏
と
の
違

い
と
し
て
は
、
焦
点
が
座
頭
職
に
は
な
く
、
そ
れ
と
不
可
分
に
あ
る

公
用
代
官
職
に
あ
っ
た
と
み
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
こ
で
登
場
し
て
き
た
吉
田
宗
忠
と
は
、
天
文
十
三
年
よ
り
ま
え

に
「
嵯
峨
す
ミ
く
ら
」
や
「
嵯
峨
角
倉
」
と
も
よ
ば
れ
て
い
た
酒
屋

を
指
す（

（2
（

。

ま
た
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
に
は
、「
吉
田
宗
忠
一
類
」

と
し
て
分
一
徳
政
令
関
係
の
史
料
に
そ
の
名
が
み
え
、
そ
し
て
、
天

文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
に
は
、「
嵯
峨
境
内
」
に
お
い
て
「
土
倉
」

を
「
構
」
え
「
利
倍
」
し
て
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
た（

（2
（

。

い
わ
ゆ
る
酒
屋
・
土
倉
と
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
吉
田
宗
忠
が
異

業
種
と
い
う
べ
き
洛
中
帯
座
の
座
頭
職
に
つ
く
こ
と
に
は
さ
ほ
ど
の

利
点
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

対
し
て
、
公
用
代
官
職
に
つ
く
こ
と
に
は
大
い
に
意
味
が
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。
土
倉
と
い
え
ば
、
室
町
期
以
来
、「
代
官
請
負
業
者（

（2
（

」

と
し
て
知
ら
れ
る
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

洛
中
帯
座
の
場
合
、
座
頭
職
と
公
用
代
官
職
が
一
体
と
な
っ
て
い

た
た
め
吉
田
宗
忠
は
両
職
を
に
な
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、も
っ
と
も
、

買
得
に
し
て
も
、
譲
与
に
し
て
も
、
吉
田
宗
忠
の
よ
う
な
座
外
の
も

の
が
座
頭
職
と
公
用
代
官
職
を
得
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
座
内
か
ら
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少
な
か
ら
ぬ
違
和
感
が
も
た
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
史
料
10
〕

吉
田
宗
忠
申
、
洛
中
帯
座
々
頭
職
幷
代
官
職
事
、
任
証
文
旨
、

去
天
文
十
年
茂
被
成
奉
書
於
亀
屋
五
位
女
処
、
中
山
掃
部
助
号

本
所
進
止
、
雖
掠
給
御
下
知
、
依
無
其
謂
被
棄
破
候
訖
、
所
詮
、

以
先
奉
書
旨
、
可
致
存
知
之
段
、
被
仰
付
宗
忠
上
者
、
早
可
致

其
沙
汰
由
候
也
、
仍
状
如
件
、

　
　

天
文
十
三 

　
　
　

十
二
月
十
八
日　
　
　
　

長（
茨
木
）隆

（
花
押
）

　
　
　
　

座
中

こ
れ
は
、
先
の
三
通
の
〔
史
料
７
〕〔
史
料
８
〕〔
史
料
９
〕
が
出

さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
ひ
と
月
後
の
年
紀
を
も
つ
細
川
晴
元
の
奉
行
人

（
京
兆
家
奉
行
人
）
茨
木
長
隆
判
物（

（2
（

で
あ
る
。
幕
府
か
ら
の
文
書
だ

け
で
は
不
安
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か（

（2
（

、
吉
田
宗
忠
が
細
川
晴
元
方

へ
も
重
ね
て
訴
え
を
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
文
中
に
み
え
る
「
去
天
文
十
年
茂
被
成
奉
書
於
亀
屋

五
位
女
処
」
と
は
、
先
に
み
た
〔
史
料
３
〕
を
指
す
が
、
そ
の
直
後

に
「
中
山
掃
部
助
」
な
る
も
の
が
「
本
所
進
止
」
と
「
号
」
し
、「
御

下
知
」
を
「
掠
給
」
う
事
態
が
お
こ
っ
て
い
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
は
、
そ
も
そ
も
「
洛
中
帯
座
々
頭
職
・
同
公
用
代
官
職

等
」
を
「
亀
屋
五
位
女
」
が
「
当
知
行
」
す
る
こ
と
自
体
に
も
違
和

感
が
も
た
れ
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
わ
れ
る
。
と
同
時
に
、
そ
の

違
和
感
を
上
書
き
す
る
か
の
よ
う
に
し
て
、「
吉
田
宗
忠
」
に
当
該

の
職
を
「
存
知
」
す
る
よ
う
「
仰
付
」
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
き
ら
か

と
な
ろ
う
。

な
お
、〔
史
料
４
〕
に
み
え
る
「
洛
中
帯
座
々
頭
職
之
事
、
自

亀（
マ
マ
）屋

法
皇
様
御
代
令
相
続
」
と
い
う
あ
や
し
げ
な
由
来
に
あ
ら
た
め

て
注
目
す
る
な
ら
、
あ
る
い
は
亀
屋
五
位
女
も
ま
た
、
帯
商
売
の
外

側
に
い
た
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
年
代
と
し
て
〔
史
料
10
〕
に
つ
ぐ
文
書
と
考
え
ら
れ
る
の

が
つ
ぎ
と
な
る
。

〔
史
料
11
〕

洛
中
帯
座
座
頭
職
事
、
任
御
下
知
並
当
知
行
之
旨
、
可
令
其
沙

汰
五
位
女
代
、
不
可
有
難
渋
候
也
、
恐
々
謹
言
、　

　
　
　
　
　
　
　

三
好
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三
月
一
日　
　

長
慶
（
花
押
）

　
　
　

当
座
中

こ
れ
は
、
細
川
晴
元
被
官
で
、
の
ち
に
晴
元
と
袂
を
分
か
つ
こ
と

に
な
る
三
好
長
慶
の
書
状
で
あ
る
。
年
未
詳
で
は
あ
る
も
の
の
、
長

慶
と
い
う
実
名
が
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
以
降
に
範
長
か
ら
あ

ら
た
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
か
ら（

（2
（

、
天
文
十
六
年
以

後
の
文
書
と
み
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
五
位
女
代
」
と
み
え
る
点
で
、
こ

こ
か
ら
吉
田
宗
忠
が
、先
に
「
洛
中
帯
座
々
頭
職
幷
代
官
職
」
の
「
存

知
」
を
「
仰
付
」
け
ら
れ
て
以
降
も
な
お
五
位
女
の
「
代
」
と
み
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。

酒
屋
・
土
倉
で
あ
る
吉
田
宗
忠
が
差
配
で
き
る
の
は
、
あ
く
ま
で

公
用
代
官
職
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
こ
と

は
、
つ
ぎ
の
史
料
か
ら
も
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
史
料
12
〕

洛
中
洛
外
帯
座
之
事
、
代
々
帯
御
下
知
、
当
知
行
無
相
違
上
者
、

任
目
録
之
旨
、
如
先
々
、
可
令
存
知
公
役
等
、
於
無
沙
汰
輩
者
、

可
為
曲
事
者
也
、
仍
如
件
、

　
　

天
正
九　
　
　
　

春
長
軒

　
　
　

八
月
十
七
日　
　

貞
勝
（
花
押
）

　
　
　
　

朝（
カ
）庵

右
の
文
書
も
ま
た
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
新
出
史
料

と
な
る
。
こ
れ
以
前
の
史
料
で
は
洛
中
帯
座
と
あ
っ
た
も
の
が
、
こ

こ
で
は
「
洛
中
洛
外
帯
座
」
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
な
い
が
、
す
で
に
瀬

田
勝
哉
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
洛
中
洛
外
」
が
「
特
権
的

商
工
業
者
が
独
占
権
を
行
使
し
得
る
空
間
と
し
て
も
機
能
し
て
い

た（
（3
（

」こ
と
に
帯
座
も
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

逆
に
、
成
立
当
初
の
帯
座
は
、
惣
構
に
囲
ま
れ
た
上
京
・
下
京
と

い
う
か
ぎ
ら
れ
た
都
市
域
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
洛
中
を
基
盤
に
し

て
い
た
た
め
「
洛
中
帯
座
」
と
称
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

〔
史
料
12
〕
に
み
え
る
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
と
い
え
ば
、
京

都
は
す
で
に
織
田
信
長
の
施
政
下
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
文

書
の
差
出
は
、「
京
都
開
闔（

（3
（

」と
よ
ば
れ
た
村
井
貞
勝
と
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
宛
所
の
「
朝（

カ
）庵

」
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
人
物

の
比
定
が
で
き
て
い
な
い
が
、こ
れ
を
含
め
表
１
の
「
神
頭
家
文
書
」
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が
ひ
と
ま
り
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、〔
史

料
12
〕
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
内
容
も
ま
た
、
吉
田
宗
忠
に
つ
ら
な

る
人
物
（
孫
の
吉
田
栄
可
か（

（3
（

）
に
対
し
て
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、「
任
目
録
之
旨
、如
先
々
、可
令
存
知
公
役
等
」

と
の
一
文
で
、こ
こ
に
み
え
る
「
目
録
」
が
先
の
「
目
録
」
を
指
し
、

そ
し
て
、「
公
役
」
が
公
用
（
帯
公
事
、
帯
役
銭
）
を
意
味
す
る
こ

と
か
ら
、「
存
知
」
の
対
象
も
「
公
役
」
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

洛
中
帯
座
に
関
す
る
史
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、〔
史
料
12
〕
が

下
限
と
な
る
が
、
こ
こ
か
ら
、
信
長
の
時
代
ま
で
少
な
く
と
も
座
が

存
続
し
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
る
と
同
時
に
、
吉
田
宗
忠
に

つ
ら
な
る
人
物
が
公
用
代
官
職
を
差
配
し
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
も
知

ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
み
て
き
た
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
帯
商
売
や
帯

公
事
に
つ
い
て
は
、室
町
期
に
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
い
っ
ぽ
う
、

同
業
者
組
織
と
し
て
の
帯
座
（
洛
中
帯
座
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
室
町
期
の
史
料
に
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、そ
の
成
立
は
、〔
史
料
１
〕
に
み
え
る
長
享
二
年
（
一

四
八
八
）
以
前
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
戦
国
期
以
降
で

あ
る
可
能
性
は
高
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
洛
中
帯
座
は
、「
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六

世
紀
に
か
け
て
新
し
い
座
が
数
多
く
史
料
に
現
れ
る
」
と
い
う
中
島

圭
一
氏（

（3
（

の
指
摘
に
合
致
し
た
座
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
と
す
れ
ば
、
座
の
成
立
に
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
な
ぞ
を
解
く
鍵
の
ひ
と
つ
は
、
洛
中
帯
座
で
は
、
座
衆
が
代

官
や
座
頭
に
よ
っ
て
補
任
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
あ
ろ

う
。
し
か
も
、
そ
の
座
頭
と
代
官
と
が
一
体
化
し
て
い
た
以
上
、
焦

点
は
、
帯
公
事
（
帯
役
銭
、
公
用
、
公
役
）
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。そ

も
そ
も
、
帯
公
事
は
、
第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、
個
別
の
「
町

之
其
棚
」
か
ら
本
所
で
あ
る
座
主
に
進
め
ら
れ
る
と
い
う
か
た
ち
で

徴
収
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、そ
の
か
た
ち
が
維
持
さ
れ
る
か
ぎ
り
、

座
の
存
在
は
か
な
ら
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。と

こ
ろ
が
、「
大
宿
織
手
」（
大
舎
人
織
手
）
が
み
ず
か
ら
帯
を
織

り
、「
町
之
其
棚
」
に
出
さ
ず
「
路
頭
」（「
路
次
」）
で
「
沽
却
」
す
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る
な
ど
、
新
儀
の
商
売
を
は
じ
め
る
に
い
た
っ
て
、
本
所
と
「
町
之

其
棚
」
が
、
座
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
利
害
の
一
致
を
み
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

本
所
で
あ
る
座
主
か
ら
す
れ
ば
、帯
公
事
を
個
別
の
「
町
之
其
棚
」

か
ら
で
は
な
く
、
座
と
い
う
組
織
を
と
お
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
対
し
、「
町
之
其
棚
」
か
ら
す
れ
ば
、
座

衆
以
外
の
商
売
を
「
座
中
法
度
」
に
背
く
不
法
行
為
と
し
て
位
置
づ

け
る
こ
と
で
、
訴
訟
の
場
で
の
勝
訴
を
得
や
す
く
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
洛
中
帯
座
の
場
合
、
残
さ
れ
た
史
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、

座
の
成
立
と
同
時
に
座
頭
職
と
公
用
代
官
職
も
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ
、
訴
訟
の
場
で
み
と
め
ら
れ
る
内
容
が
、
座
衆
の
特
権
保
証
よ
り
、

む
し
ろ
座
頭
職
・
公
用
代
官
職
の
「
当
知
行
」
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
に

特
徴
が
み
ら
れ
る
。

そ
れ
は
つ
ま
り
、
帯
公
事
を
徴
収
す
る
本
所
側
の
意
向
が
強
く
反

映
さ
れ
る
か
た
ち
で
座
が
成
立
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
だ
が
、

そ
れ
ゆ
え
座
衆
の
違
和
感
も
当
初
か
ら
か
か
え
こ
む
こ
と
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
み
た
〔
史
料
６
〕
に
「
為
座
衆
、
立
捨
、
令
商
買
」
む
も
の

が
い
た
と
い
う
こ
と
が
そ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
し
、
ま
た
、
座
頭
職

と
公
用
代
官
職
が
座
外
の
酒
屋
・
土
倉
で
あ
る
吉
田
宗
忠
の
手
に

渡
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
、
帯
公
事
の
徴
収
が
な
に
よ
り
優
先
さ
れ
て

い
た
事
実
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
結
果
と
し
て
、『
即
往
院
座
主
拝
任
事
』
に
み
え
る
よ
う
に
、

天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
に
は
、「
帯
役
銭
」
が
「
壱
貫
弐
百
文
」

徴
収
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。「
前
ハ
五
貫
文
」
に
は
お
よ
ば

な
い
も
の
の
、「
十
間
分
各
弐
疋
宛
」
よ
り
は
増
加
し
て
お
り
、
吉

田
宗
忠
に
よ
る
座
頭
職
と
公
用
代
官
職
の
「
存
知
」
が
一
定
の
効
果

を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
は
、
同
業
者
組
織
で
あ
る
は
ず
の
帯

座
が
帯
商
売
と
い
う
実
体
経
済
と
の
乖
離
を
み
せ
て
い
た
こ
と
も
裏

返
す
。
む
し
ろ
実
体
経
済
の
ほ
う
は
、
消
費
者
の
需
要
に
応
じ
て
商

売
を
展
開
し
て
い
た
新
儀
商
人
や
「
立
捨
」
を
お
こ
な
う
「
座
衆
」

に
よ
っ
て
に
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
帯
座
に
関
す
る
史
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
、

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
を
下
限
に
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
わ
ず
か
数
年
後
に
は
、
秀
吉
政
権
に
よ
っ
て
座
破
棄（

（3
（

が
お
こ

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
帯
座
の
歴
史
に
も
終
止
符
が
う
た
れ
た
可
能

性
は
高
く
、
帯
公
事
も
ま
た
、
停
止
に
お
い
こ
ま
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
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う
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、か
つ
て
の
新
儀
商
人
や
元
の
座
衆
た
ち
が
、

ど
の
よ
う
な
商
売
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
、
帯
商
売
を
め
ぐ
る
あ

ら
た
な
局
面
に
つ
い
て
は
、
性
急
に
答
を
出
す
こ
と
な
く
、
史
料
に

も
と
づ
き
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う（

（3
（

。
後
考
を

期
し
た
い
と
思
う
。

注（
1
）	

長
坂
口
紺
灰
座
に
か
か
わ
る
「
長
坂
口
紺
灰
問
屋
関
係
文
書
」（
宮
内

庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊　

壬
生
家
文
書
四
』）・「
佐
野
猪
之
助
氏

所
蔵
文
書
」（
京
都
大
学
文
学
部
影
写
本
）
が
希
有
な
も
の
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
長
坂
口

紺
灰
座
に
つ
い
て
は
、
河
内
将
芳
「
長
坂
口
紺
灰
問
屋
佐
野
に
つ
い

て
―
問
屋
の
存
在
形
態
―
」（
同
『
中
世
京
都
の
民
衆
と
社
会
』
思
文

閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
2
）	「
田
中
光
治
氏
所
蔵
文
書
」（
京
都
大
学
文
学
部
影
写
本
）。

（
3
）	

豊
田
武
『
増
訂　

中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五

二
年
、
の
ち
に
『
中
世
日
本
の
商
業　

豊
田
武
著
作
集
第
二
巻
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）。

（
4
）	

林
屋
辰
三
郎
『
角
倉
了
以
と
そ
の
子
』（
星
野
書
店
、
一
九
四
四
年
）。

（
5
）	

脇
田
晴
子
『
日
本
中
世
商
業
発
達
史
の
研
究
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一

九
六
九
年
）。

（
6
）	

河
内
将
芳
「
酒
屋
・
土
倉
と
商
工
業
座
の
関
係
―
角
倉
吉
田
と
洛
中

帯
座
を
中
心
に
―
」（
前
掲
『
中
世
京
都
の
民
衆
と
社
会
』、
初
出
は

一
九
九
三
年
）、
同
「
中
世
角
倉
攷
―
中
世
末
京
都
の
土
倉
・
酒
屋
の

存
在
形
態
と
近
世
社
会
へ
の
展
望
―
」（
一
九
八
六
年
度
京
都
府
立
大

学
文
学
部
卒
業
論
文
）。

（
7
）	「
神
頭
家
文
書
」。「
神
頭
家
文
書
」
の
な
か
に
は
、
影
写
本
と
し
て
知

ら
れ
て
き
た
「
田
中
光
治
氏
所
蔵
文
書
」
に
相
当
す
る
原
本
が
含
ま

れ
て
お
り
、
重
な
る
部
分
に
つ
い
て
本
稿
で
は
、「
神
頭
家
文
書
（
旧

田
中
光
治
氏
所
蔵
文
書
）」
と
記
し
た
。
ち
な
み
に
、「
神
頭
家
文
書
」

に
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
四
月
二
十
一
日
付
の
京
都
帝
国

大
学
国
史
研
究
室
中
村
直
勝
氏
直
筆
の
借
用
証
が
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
さ
い
に
借
用
さ
れ
た
「
建
武
三
年
六
月
卅
日
足
利
尊
氏
御
教
書

案
以
下
八
拾
通
」
が
影
写
さ
れ
、
影
写
本
「
田
中
光
治
氏
所
蔵
文
書
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
本
稿
で
ふ

れ
る
新
出
史
料
が
な
ぜ
影
写
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
さ
だ
か
で
は
な
い
。

（
8
）	

中
世
京
都
の
座
に
つ
い
て
の
再
検
討
の
必
要
性
が
近
年
喚
起
さ
れ
て

い
る
（
谷
本
隆
之
「
歴
研
大
会
援
助
報
告　

中
世
後
期
京
都
「
座
」

研
究
の
課
題
」
二
〇
二
二
年
）。
な
お
、
谷
本
氏
の
報
告
レ
ジ
メ
に
つ

い
て
は
、
谷
本
氏
の
ご
許
可
を
得
、
辻
浩
和
氏
を
介
し
て
み
せ
て
い

た
だ
く
機
会
を
得
た
。
谷
本
氏
と
辻
氏
に
は
、
記
し
て
感
謝
申
し
あ

げ
た
い
と
思
う
。

（
9
）	
大
日
本
古
記
録
。

（
10
）	

豊
田
武
「
西
陣
機
業
の
源
流
」（『
社
会
経
済
史
学
』
一
五
ノ
一
、
一

九
四
四
年
、
の
ち
に
『
座
の
研
究　

豊
田
武
著
作
集
第
一
巻
』
吉
川
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弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）。

（
11
）	『
建
内
記
』
文
安
四
年
五
月
二
十
三
日
条
。

（
12
）	『
中
世
の
商
人
と
交
通　

豊
田
武
著
作
集
第
三
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
二
年
）。

（
13
）	

天
台
宗
典
刊
行
会
編
纂
『
天
台
宗
全
書
』
第
一
六
巻
（
第
三
）（
第
一

書
房
、
一
九
七
四
年
）。

（
14
）	

下
坂
守
「『
日
厳
院
引
付
』
日
厳
院
実
昭
筆
、『
即
往
院
座
主
拝
任
事
』

日
厳
院
覚
永
筆　

京
都
・
妙
法
院
蔵
」（『
学
叢
』
一
九
号
、
一
九
九

七
年
）。

（
15
）	

長
坂
口
紺
灰
座
で
は
、「
月
別
課
役
」
と
い
う
文
言
が
、
お
そ
く
と
も

大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
に
は
確
認
で
き
（
大
永
六
年
七
月
九
日
付

長
口
紺
灰
問
職
補
任
状
、『
図
書
寮
叢
刊　

壬
生
家
文
書
四
』
一
〇
五

八
号
）、
そ
れ
以
前
よ
り
「
月
別
課
役
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）
長
坂
口
紺
灰
座
で
は
、
本
所
（
押
小
路
家
）
に
よ
り
補
任
さ
れ
、
補

任
状
は
家
礼
の
奉
書
の
か
た
ち
で
発
給
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
前

掲
大
永
六
年
七
月
九
日
付
長
口
紺
灰
問
職
補
任
状
）。

（
17
）	

浜
口
誠
至
『
在
京
大
名
細
川
京
兆
家
の
政
治
史
的
研
究
』（
思
文
閣
出

版
、
二
〇
一
四
年
）、
馬
部
隆
弘
『
戦
国
期
細
川
権
力
の
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）。

（
18
）	『
別
本
賦
引
付
』
四
（
桑
山
浩
然
校
訂
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』

上
巻
、
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）。

（
19
）	

座
中
法
度
に
つ
い
て
は
、
河
内
将
芳
「
商
工
業
座
の
座
法
に
つ
い
て
」

（
前
掲
『
中
世
京
都
の
民
衆
と
社
会
』、
初
出
は
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
20
）	

豊
田
氏
前
掲
『
増
訂　

中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
』
参
照
。

（
21
）	

林
屋
氏
前
掲
『
角
倉
了
以
と
そ
の
子
』
参
照
。

（
22
）	

脇
田
氏
前
掲
『
日
本
中
世
商
業
発
達
史
の
研
究
』
参
照
。

（
23
）	

河
内
前
掲
「
酒
屋
・
土
倉
と
商
工
業
座
の
関
係
―
角
倉
吉
田
と
洛
中

帯
座
を
中
心
に
―
」
参
照
。

（
24
）	

河
内
将
芳
「
酒
屋
・
土
倉
の
存
在
形
態
―
角
倉
吉
田
を
中
心
に
―
」（
前

掲
『
中
世
京
都
の
民
衆
と
社
会
』、
初
出
は
一
九
九
二
年
）。

（
25
）	

河
内
前
掲
「
酒
屋
・
土
倉
の
存
在
形
態
―
角
倉
吉
田
を
中
心
に
―
」、

同
「
戦
国
期
京
都
の
土
倉
角
倉
吉
田
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
―
「
吉

田
宗
忠
一
類
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
奈
良
史
学
』
三
九
号
、
二
〇
二

二
年
）。

（
26
）	

中
島
圭
一
「
中
世
京
都
に
お
け
る
土
倉
業
の
成
立
」（『
史
学
雑
誌
』

第
一
〇
一
編
三
号
、
一
九
九
二
年
）。

（
27
）	

脇
田
氏
前
掲
『
日
本
中
世
商
業
発
達
史
の
研
究
』
で
は
、「
長
慶
」（
三

好
長
慶
）
と
読
ん
で
い
る
が
、「
長
隆
」（
茨
木
長
隆
）
の
読
み
誤
り

で
あ
る
。

（
28
）	

こ
の
時
期
、
将
軍
義
晴
と
晴
元
が
不
和
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
状
況

（
木
下
昌
規
『
足
利
義
晴
と
畿
内
動
乱
―
分
裂
し
た
将
軍
家
―
』
戎
光

祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
が
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
29
）	

天
野
忠
幸
『
三
好
長
慶
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）。

（
30
）	

瀬
田
勝
哉
「
荘
園
解
体
期
の
京
の
流
通
」（『〔
増
補
〕
洛
中
洛
外
の
群

像
―
失
わ
れ
た
中
世
京
都
へ
―
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇

九
年
、
初
出
は
一
九
九
三
年
）。

（
31
）	『
多
聞
院
日
記
』（
増
補
続
史
料
大
成
）
天
正
十
年
三
月
十
五
日
条
。

（
32
）	

宗
忠
の
没
年
は
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
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先
に
子
の
与
左
衛
門
が
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
に
亡
く
な
っ
て
い

る
（
河
内
前
掲
「
戦
国
期
京
都
の
土
倉
角
倉
吉
田
に
関
す
る
二
、
三

の
問
題
―
「
吉
田
宗
忠
一
類
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
参
照
）。

（
33
）	

中
島
圭
一
「
書
評　

桜
井
英
治
著
『
日
本
中
世
の
経
済
構
造
』」（『
史

学
雑
誌
』
第
一
〇
七
編
一
一
号
、
一
九
九
八
年
）。

（
34
）	

播
磨
良
紀
「
楽
座
と
城
下
町
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
一
三
号
、
一
九

八
七
年
）。

（
35
）	

河
内
前
掲
「
中
世
角
倉
攷
―
中
世
末
京
都
の
土
倉
・
酒
屋
の
存
在
形

態
と
近
世
社
会
へ
の
展
望
―
」。

〔
付
記
〕

「
神
頭
家
文
書
」
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
神
頭
徹
氏
か
ら
格
別
の
便
宜
を

い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。
本
稿
は
、
科
研
費
・

基
盤
研
究
Ｃ
・
課
題
番
号
二
三
Ｋ
〇
〇
八
三
〇
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


